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市民ガイド………………………………10~ 12

気持ち新だに初もうで

写真は、昨年の 1月 1日、 初も

うていに訪れた家族連れなどでにぎ

わう下之郷の生島足島神社。

市民の動き(12月1日現在) 総人口 118，387人(+115)/世帯数38，003 ( + 88) ( )内は前月比です。



活
力
と
潤
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

上
田
市
長

永

野

裕

貞

謹
ん
で
新
春
の
ご
ふ
め
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。今

年
は
上
田
市
に
と

っ
て
、
市
制
地
行
七
十

周
年
に
当
た
る
立
義
深
い
年
で
あ
り
ま
す
。

忠
ま
れ
た
自
然
、
由
緒
あ
る
歴
史
と
伝
統
に

よ
っ
て
培

っ
た
本
市
の
も
つ
良
さ
を
こ
の
機
会

に
見
直
し
、
さ
ら
に
、
二
十
一
世
紀
を
展
躍
し

た
活
力
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

H
向
付
け
を
、
皆
様
と
と
も
に
弘
行
え
て
ま
い

り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
に
と
り
ま
し
で
も
、
市
長
と
し
て

年
以
に
あ
た
り、

上
田
市
議
会
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
こ
健
康
と
こ
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
ご
ろ

か
ら
市
政
に
関
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な

ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
関
越
自
動
卓
道
上
越

線
佐
久
|
更
埴
聞
の
ル

ー
ト
発
表
、
上
回
パ
イ

乙

二
則
自
の
最
終
年
肢
を
迎
え
る
大
切
な
年
に
当

た
り
ま
す
の
で
、
初
心
に
か
え
リ、

公
約
の
実

現
に
、
あ
る
い
は
μ
恨
み
桟
し
た
事
業
の
推
進
に

王
力
を
凶
ハナ、

ι切
乃
捻
土
上

γ
こ

t
X
山
与
を
味
、

:
:
J
{
(

イ

l
j
〈

〈
可

{

-i

l
l-

-
i
j

く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
今
年
は
浅
間
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
計
州
の

拠
点
と
し
て
、
県
下
で
も
最
大
規
肢
を
誇
る
上

回
リ
サ
ー
チ
ハ

l
ク
の
造
成
が
開
始
さ
れ
ま
す

し
、凶
越
自
動
市
泣
上
越
線
に
つ
き
ま
し
で
も
、

先
月
の
上
回
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
概
要
発
表
に

よ
り

一
段
と
具
休
化
し
て
ま
い

リ
ま
し
た
。

今
後
は
、
沿
線
の
皆
様
卜刀
の
ご
埋
解
、
ご
協

力
を
賜
り
な
が
ら
、

一
日

L
4
い
泊
工
を
め
ざ

し
、
努
力
し
て
ま
い
る
川
存
で
あ
リ
ま
す
。

近
年
、
市
民
生
活
を
と
リ
ま
く
情
勢
は
、
人
口

の
高
齢
化
、
価
値
観

の
変
化
、
尚
述
交
通
化
、
尚

度
情
報
化
、

先
端
技
術
な
ど
の
到
来
に
よ
り
大

き
く
変
わ
リ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
新

し
い

時
代
の

流
れ
を
的
維
に
踏
ま
え
、
よ
リ
豊

か
で
明
る
い

上
田
市
の
位
設
の
た
め
、
今
年
も

頑
張

っ
て
ま
い

リ
ま
す
の
で
い

っ
そ
う
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

[2] 7 広報うえだ 64.1. 

• 
パ
ス
の

開
通
、
新
第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

光
成
、
第
六
中
学
校
の
開
校
お
よ
び
平
井
寺
ト

ン
ネ
ル
の
開
通
な
ど
花
実
に
市
政
発
展
の
法
盤

を
固
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

本
年
は
市
制
地
行
七
十
周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
将
来
を
展
望
し
て
の
記

念
地
設
の
建
設
、
各
桶
記
念
行
事

・
イ
ベ
ン

ト



を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
盛
り
上
げ
、
意
義
あ

る
思
い
出
に
残
る
年
に
し
た
い
と
抗行
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
懸
案
卓
業
と
し
て
の
関
越
自
動
半
道

市
制
施
行
七
十
周
年
を
迎
え
て

日本道路公団上回工事事務所は昨年 12月14日、

上信越 向動卓道の上田インターチ ェンジ(仮称)

などの概要を発表 しました(関係写真 8ページ )。

インターは、 住吉地籍に建設さ れ、 第 1と第

2をそれぞれ設けます(下図 )。型式は第 1イン

ターヵ、 y 則、 第 2 イ ンターは主 h lÎIJ 立休~IJ (国

道144号と丘体交差 で接続)で 、Illd方合わせた路

IAIの I台i積は約 3ri 2下半 h;-;~ とな り ます 。 ま た 、

ランプウェ一(インター内道路 )はー "I{紘が約

7 f. ;;: IIJrJ-\で 、 設計~肢は 35-40 "0 に 。

交通量の増加が予 ;tt~ さ れ る同道 1 44号につい

ては 、上田建設事務所は 、インター 出口から上

回バイパスまでの約900f.;;:を 四単 純 に拡幅す る

計|血iです。

今後、道路公|寸!などでは 、地元関係者の了解

が作 られ次第 、illiJ量など一連の作業を実地し、

|共j係地 区の皆 さんと設計協議を行っていきます。

一 日も早い開通にli'Jけ、皆さんのこ月¥11鮮とご|お

ブJをお舶 し、します 0

・問い合わせ 交通対 策課(内線1553)

上回 インターチェ ンジ(仮称)計画図

上
田
市
議
会
議
長

松

野

量

平

至長野

上
越
川
林
、
新
幹
線
の
早
期
着
工
、
浅
間
テ
ク
ノ

ポ
リ

ス
計
画
の
上
回
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
建
設
促

進
な
ど
、
当
市
の
い
っ
そ
う
の
躍
進
を
期
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

地
卜刀
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

く
、
行
政
需
要
は
そ
の
量

・
質
と
も
ま
す
ま
す

惚
雑
多
様
化
す
る
な
ど
、
誠
に
容
易
な
ら
ざ
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
、
議
決
機
凶
と
い
た
し
ま
し
て
は

市
民
生
活
の
安
定
向
上
を
図
る
た
め
、
今
後
さ

ら
に
創
立
工
夫
を
毘
ね
、
上
田
市
発
展
の
た
め

に
専
心
努
力
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
憾
の
よ
リ

い
っ
そ
う
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
し

て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

至上田市街

7 

以

広報うえだ 64.1.[3] 



完成した豊殿保育園の新国書

越国説明警3互理五コ間交官議一i⑧警籍@ 

t~B 
一
九
八
八
年
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
一
年
は
ど
ん
な

年
だ
っ
た
で
す
か
。
市
内
で
は
、
上
田
バ
イ
パ
ス
の
開
通
、

上
田
東
高
の
甲
子
園
出
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
広
報
で
は
、
市
政
の
動
き
を
中
心
に
昨
年
一

年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

方
ス
燈
も
あ
る
大
手
門
公
園

企
上
田
バ
イ
パ
ス
の
開
通
式

ペー用

マ
成
人
式

マ

上

聞

市

消
防
出
初
め
式

2
月

マ
「
広
報
う
え
だ
」
が
一
千
号
に
マ

豊
殿
保
育
閣
の
新
闘
舎
完
成
@

マ
上
信

越
道

(
佐
久
!
一史
埴
問
)
の

ル
l
ト
発
表

3
月

マ
秋
和
児
童
セ
ン
タ
ー
完
成
マ
第
一

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
宛
成

マ
上
回
バ

イ

パ
ス
が
開
通
@

マ
大
手
門
公
園

(ポ
ケ

ッ
ト
パ
l
ク
)
完
成

@

4
月

マ
小
泉
小、

窓
賀
小
を

、統
合
し
た
川
西

小
が
開
校

マ
四
中
の

一
部
と
川
西
中
を

統
合
し
た
六
中
が
開
校
@

マ
上
田
真
田

ま
つ
り

マ
躍
進
す
る
上
回
の
工
業
展

5
月

マ
シ

ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
関
所
式

マ
北
国
街
道
を
歩
こ
う
会
@

6
月

マ
上
信
越
道
の
中
心
く
い

打
ち
式
@

ア
用

マ
千
曲
川
で
花
火
大

会

マ

上

回

わ

っ

し
よ
い

8
月

マ
ア

i
ト
セ

ッ
シ
ョ
ン
一
部

高
野
球
部
が
叩
子
関
出
場
@

ト

ン
ネ

ル
が
開
通
@

マ
上
回
東

マ
平
井
寺

(4] 7 広報うえだ 64.1.

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
人
波

(
千
曲
川
の
堤
防
で

避難訓練をする新田自治会の皆さん



第六中学校の全景

上信越道の中心くい打ち式では、 21人の

代表が力強く打ち込みました

(写真は、吉村知事)

「北国街道を歩こう会」では、約200人が東部町の

海野宿から上田市を経て坂城町まで歩きました

9
月

マ
北
部
地
区

(
北
小
)
で
地
震
総
合
防

災

訓

練

@

マ

J

R
上
田
駅
が
開
業
一

O

O
周
年

叩
月

マ
上
回
古
戦
場
ハ

l
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

@

マ

テ

レ

コ
ム
・
ユ

l
が
異
業
種
共
同

P
O
S
シ
ス
テ
ム
の
実
験
開
始

マ
東
山

道
サ
ミ

ッ
ト
開
催
マ
上
回
気
象
連
絡
所

の
観
測
史
上
も
っ
と
も
早
い
初
雪
(
十
月

二
十
九
日
)

竹
用

マ
小
菅
訓
導
碑
修
復
さ
れ
る
マ
市
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
問
題
対
策
市
民
代
表
者
会

議
マ
上
田
市
消
費
生
活
展

いは月

マ
「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」
上
回
展

マ
上
信
越
道
、
上
田
イ
ン
タ
ー
(仮
称
)
の

型
式
発
表
さ
れ
る
マ
上
回
公
閣
の
高
架

電
線
を
埋
設
マ

川
西
社
会
体
育
館
完
成

平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
式アルプススタンドを埋めた約5，000人の大応援団も

逆転に大喜び

7 広報うえだ 64.1.[5] 



健康メモ

健康計画審立てよう

ど企
年
の
始
め
に
当
芝
り
、
だ
れ
も
が

共
通
し
て
願
う
こ
と
は
、
「
健
や
か
な

年
で
あ
り
疋
い
」
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
一
年
、
あ

な
疋
も
ぜ
ひ
、
健
康
を
守
る
定
め
の

計
画
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
各
種
検
診
を
計
画
し
、
多

く
の
か
だ
ガ
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。

積
極
的
な
受
診
を

検
診
で
病
気
が
早
期
に
発
見
さ
れ
、

適
切
な
治
療
を
受
け
、
元
気
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
か
た
が
た
く
さ
ん
い

ま

す
。
ど
こ
も
悪
く
な
い
か
ら
受
け
な

い
の
で
は
な
く
、
自
分
の
健
康
を
守

る
た
め
に
積
極
的
に
受
け
た
い
も
の

~
で
す
。
市
で
実
施
す
る
検
診
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
、
そ
の
つ
ど
広
報
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

マ
乳
幼
児
健
康
診
査

マ
胃
検
診
(
五
月
1
八
月
)

マ
乳
房
検
診
(
七
月
1
十
二
月
)

マ
大
腸
検
診
(
十
一
月

i
翌
年
二
月
)

マ
結
核
検
診
(
八
月
i
十
月
)

マ
肺
が
ん
検
診

(十
一
月
)

マ
子
宮
が
ん
検
診
(
年
間
)

マ

一
般
健
康
診
査
(
年
間
)

そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
検
診
を
実
施

し
、
皆
き
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

乳
幼
児
検
診
に
つ
い
て
は
、
九
O

%
を
上
回
る
受
診
率
で
す
が
、
成
人

の
検
診
に
つ
い
て
は
、
全
般
に
低
く

横
パ
イ
状
態
で
す
。
胃
検
診
、
乳
房

検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、
大
腸
検
診

な
ど
一
度
も
受
け
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
か
た
が
、
ま
だ
ま
だ
お
お
ぜ
い

い
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
積
極
的
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。
受
け
る
の
は
あ
な

た
で
す
。
あ
な
た
自
身
の
健
康
を
守

る
た
め
に
・
:
。

計
画
を
立
て
、
前
向
き
に

健
康
で
あ
る
こ
と
の
条
件
は
、
快

食
、
快
眠
、
快
便
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
あ

り
、
満
足
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
腹
い
っ
ぱ
い
好
き

な
も
の
だ
け
食
べ
る
と
い
う
こ
と

は
、
健
康
を
害
す
る
も
と
に
な
り

ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
り
ま
ぜ
て
、

ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
腹
八
分
目

の
食
生
活
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
食
」
と
い
う
字
は
、
人
を
良

く
す
る
と
書
き
ま
す
。
字
の
意
味

を
か
み
し
め
た
い
も
の
で
す
。
新

し
い
年
の
始
め
に
、
一
年
の
健
康

計
画
を
立
て
、

前
向
き
に
自
分

の

健
康
を
守
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま

1
)
よ、っ。

-
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線

1
3
7
6
)

テレビ信;li'I(TSB)で放映

「ζ存知てすか

防災ミ 二百科J
1月5日(木)、 12日(*)

19日(木)、 26日(木)

時間は午前11時25分から

同30分まで

一

6

酬

‘

、

F

F

L

一f
E
m
w
-

豹

口

い

f
j山
イ

-

ま

だ

十
/
山
由
w-

て
.
り
、

一

/
心
圃ト
レ
-

し

制

一/
ι
凶
山
田

き

剖

4
/

九
四

か

の

なん

一

A
3
-
2
4

み

一

E
4
三

一
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
昨
シ

…

|
ズ
ン
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
装
着
率

町

は

六

O
%
で
、
前
年
よ
り
二
O
%
も

一

減

少

し
ま
し
た
。

…

今

ン

|
ズ
ン
は
、

「
ス
パ
イ
ク
タ

一
イ
ヤ
の
製
造
販
売
中
止
L

が
決
定
し

一
た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
脱
ス
パ
イ

…
ク
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
県
や
市
で
は
、

「脱
ス
パ
イ
ク
ず

…
く
だ
せ
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

一
が
、
上
田
市
は
県
内
で
も
積
雪
が
少

一
な
い
地
域
で
す
の
で
、
ス
タ

ッ
ド
レ

…
ス
タ
イ
ヤ
の
使
用
や
普
通
タ
イ
ヤ
に

一
タ
イ
ヤ
チ
ェ

ー
ン
の
装
着
で
冬
を
乗

一
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

…

し

か

し

、
幹
線
道
路
の
雪
が
す
ぐ

一
に
溶
け
て
し
ま
う
の
に
対
し
、
生
活

一
道
路
で
は
雪
が
残
り
脱
ス

パ
イ
ク
を

妨
げ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
こ
れ

ら
の
道
路
を
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
な
し

で
安
心
し
て
走
れ
る
よ
う
に
す
る
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必

要
で
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く
、

み
ん
な
で
す
く
を
だ
し
て
、
自
宅
や

事
業
所
周
辺
の
雪
か
き
を
し
ま
し
ょ

、司ノ
。

7 広報うえだ 64.1.

ま
た
、
自
治
会
ぐ
る
み
の
雪
か
き

を
実
施
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
雪
か
き
に
も
進
ん
で
参
加
し
ま

1
)
よ、っ
。

※
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ
ン
抜
き
機

を
無
料
で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
が
、

週
末
に
は
申
し
込
み
者
が
多
く
、
要

望
に
応
じ
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
早
め
に
電
話
で
予
約
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
9
)



医
療

費

控

除

今2震の丞激震乏支払今た
e寺弘麗衆，t控除r愛寸
ら久まれ 綾d文書(;t

大宇こはお、必ね.

本
人
ま
た
は
本
人
と
生
計
を
と
も

に
す
る
配
偶
者
や
親
族
の
た
め
に
医

療
費
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
確
定
申

告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
・

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
と
は
・
・
・

医
療
費
と
は
、
診
療
や
治
療
な
ど

を
受
け
る
た
め
に
直
接
必
要
な
費
用

で
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
い
い
ま
す
。

①
医
師
や
歯
科
医
師
に
支
払
っ
た
診

療
代
、
治
療
代

②
治
療
や
療
養
の
た
め
に
必
要
な
医

薬
品
の
購
入
費

③
病
院
や
診
療
所
、
助
産
所
へ
収
容

さ
れ
る
た
め
の
費
用

④
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
、
指
圧
師
、
は
り

師
、
き
ゅ
う
師
、
柔
道
整
復
師
に
よ

る
治
療
を
受
け
る
た
め
に
支
払
っ
た

施
術
費

⑤
保
健
婦
、
看
護
婦
、
准
看
護
婦
な

ど
に
対
し
て
支
払
っ
た
療
養
上
の
世

話
の
費
用

⑥
助
産
婦
に
対
し
て
支
払
っ
た
分
べ

ん
の
介
助
料

⑦
通
院
費
用
、
入
院
の
部
屋
代
(
差

額
ベ

ッ
ド
分
は
除
く
)
、
食
事
代
の
費

用
、
医
療
用
器
具
の
購
入
代
や
賃
借

料
の
費
用
で
通
常
必
要
な
も
の

⑧
六
か
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
で
お

む
つ
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
と
医
師

が
認
め
た
人
の
お
む
つ
代
。
医
師
の

証
明
書
が
必
要
(
昭
和
六
十
三
年
一

月
一
日
以
降
の
支
出
)

申
告
す
る
に
は

申
告
の
際
に
は
、
支
出
額
を
証
明

す
る
領
収
書
等
を
必
ず
添
付
ま
た
は

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
サ
ラ

リ
ー
マ

ン
の
人
は
、
源
泉
徴
収
票
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
費
用
は

医
療
費
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

①
医
師
や
看
護
婦
に
対
す
る
謝
礼

②
美
容
整
形
や
健
康
診
断
の
費
用

③
薬
事
法
上
の
医
薬
品
以
外
の
薬

や
健
康
食
品
の
購
入
代
金

④
単
に
体
調
を
整
え
る
た
め
の
マ

ツ
サ
ー
ジ
代

⑤
歩
行
困
難
、
重
症
な
ど
の
場
合

以
外
の
タ
ク
シ
代

⑤
近
視
、
遠
視
、
乱
視
な
ど
の
矯

正
用
メ
ガ
ネ
・
コ

ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
の
購
入
代
金

⑦
入
院
中
の
身
の
回
り
品
(
寝
巻

き
、
洗
面
具
な
ど
)
の
購
入
代
金

中
部
電
力

文
化
講
演
会
を
開
催

マ
と
き
一
月
二
十
八
日
出
午

後

一

時

三

十

分

マ

と

こ

ろ

文

化

セ

ン

タ

ー

マ

講

師

ニ

ュ

ー

ス
キ
ャ
ス
タ
ー
-
逸
見
政
孝
さ
ん

1 ・えだ除十
「一寸 2 問たきの万六

保険などで II I 8 い分い対円十

一 補てんされる額1==1 A 1 ~合可(象を三
I I I ~わ 前と超年

L _j せ 年なえ分一…|…[一一額民は竹原I 10万円または 市でま分ら

一 I(どちらか 一(最高200万円) 税 五 。ら則
| 少なし、額) 課 万ご医と

..--.. 円注療し
(注)医療費控除は所得控除ですので、軽減される税 内 を意費て

額はその人の所得の大きさにより異なります。 線 超 く 控

九 に 約き のの 「 県ン③幌リ②子街①マ尾 I V 次た ツ魅 ト

十募五ま街ポク同柏上城市|いき「ふ佳町ン真優のがチ力上 J古
件 集 百す づスリ婦原田の)ンまんクり作)上田秀と、フあ田 Cノ=
が し五 く タ l人町」あ 上と ( リむ 田の作おこレる商、リ空
寄た十なり|ン会) る 田き北 l け 」里品り の l街工ノ¥了士
せ街作おへな上は 村街 」め常ンば 発ほズづ会、 J 宣言

らづに 、の ぞ 回、 岡 鹿き田上緑 丸口 表どをく議麗ン議
れ くも応関 t=L こ 孝 光 野に)固と 山マ し 入募り所霊上 所
まり の 募 心 利キれ 司る 良逢 」歴 栄ン ま活集の婦詔回婦
しのほ はを 用 ヤら さ 街 人え 史 子 の し作した人決「人

そ言り、自去人二2 三よ さ急 車Z i街 セ自ご会きまの E

も同かて市|品 兵リ 丘 「 佐合 (よ 作まキはる

前
年
と
変
わ
っ
た
点

控除額の計算方法

7 

マ
入
場
整
理
券
は
が
き
に
「
文

化
講
演
会
聴
講
希
望
」
と
明
記
し
、

①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
を
添

え
て
こ
枚
一
名
)
、
一
月
十
五
日

ま
で
に
「
一
T
郷
上
田
市
中
央
一

1

七
l

一
一
九
中
部
電
力
上
回
営

業
所
文
化
講
演
会
係
」
へ

広報うえだ 64.1.{ア}



第
六
回
県
綱
引
選
手
権
大
会
か
十

二
月
十

一
日
、
自
然
運
動
公
園
の
総

合
体
育
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
県
内

か
ら
男
子
四
十
五
チ
l

ム
、
女
子
十

七
チ
ー
ム
が
参
加
。
綱
引
き
は
、
最

近
ち
ょ

っ
と
し
た
ブ
ー
ム
と
あ

っ
て、

参
加
チ
l

ム
の
実
力
も
向
上
し
て
お

り
、
白
熱
し
た
好
試
合
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。

4

司
リ
ス
'u
に
の
ヲ

τ
-YJ 

待望のインタ一発表

真剣なまなざし
住吉地区に待望の上田イ ンターが一。 12月14日、

道路公団上回工事事務所からイ ンターの概要が、

4会場で発表されました。長島公民館の地元説明

会には住民や地権者約120人が出席。インターのイ立

置や型式などを明示した図面 をしき りに見ながら、

永野市長、公団の担当者らの説明を真剣に 聞いて

いました(=写真)。

よ
い
し
ょ
，

十
二
月
十
一
日
、
真
田
町
の
青
年
団
員
に
よ
る
恒

例
の
も
ち
つ
き
大
会
が
報
恩
寮
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
か
け
声
と
キ
ネ
を
つ
く
音
が
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
響
き
渡
り
、
瞬
く
聞
に
十
五
キ
ロ
を
つ
き
ま
し
た
。

'01111"・11111.・1111・'011111"1111"01111"'1111・・011111・‘11111'111111'11111・-・1111"'11111'“111・-‘1111・-・1111・-‘1111・-・1111・-・1111・"11111'・11111"11111"1111"01111"'11111'01111・-・1111・'11111・....II):-flllI'-(IIIIT.・1111・.(1111):.・1111"01111・・(1111-.・1111'・‘"

差
別
撤
廃
と
人
権
擁
護

[8] 

市
長
が
特
別
メ
ッ
セ
ー
ジ

7 

市
民
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
は
部
落
差
別
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
と
人
権
擁
護
の

た
め
に
ご
尽
力
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

本
年
は
、
一
九
四
八
年
(
昭
和
二
十
三
年
)

十
二
月
の
第
三
回
国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
四
十
周
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
人
権
の
尊
重

と
人
間
平
等
を
高
ら
か
に
う
た
い
あ
げ
た
世
界

人
権
宣
言
は
、
差
別
を
な
く
し
人
権
を
守
る
こ

と
こ
そ
が
、
平
和
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
し

て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

世
界
人
権
宣
言
の
精
神
を
、
つ
け
て
、
一
九
六

九
年

(昭
和
四
十
四
年
)
の
人
種
差
別
撤
廃
条

約
の
発
効
を
は
じ
め
、
「
人
権
に
関
す
る
世
界

の
憲
法
」
と
も
い
う
べ
き
国
際
人
権
規
約
の
発

効
な
ど
平
和
と
人
権
の
確
立
に
む
け
て
、
国
際

的
な
潮
流
は
大
き
く
前
進
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
世
界
人
権
宣
言
四
十
周
年
を
記
念

し
て
、
上
田
市
で
は
、
県
内
で
も
初
め
て
の
「
い

の
ち

・
愛
・
人
権
」
上
回
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
部
落
差
別
の
問
題
を
は
じ

め
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
ア
バ
ル
ト
へ
イ
ト

(
人

種
隔
離
政
策
)、
女
性
と
人
権
な
ど
人
の
命
の
尊

さ
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
と
き
に
あ
た
り
、
人
聞
の
尊
厳
を
再
確

認
し
て
平
和
で
明
る
い
上
田
市
の
実
現
に
、
い

っ
そ
う
努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
市

広報うえだ 64.1.



¥一

11 月 1マ ~ IJ から 12 月上 ~ IJ にかけて、 一|二件因坊長

跡公 I~[I のお堀にカ モ 6 羽はどか姿を 見せま

した 。13羽ほどが舞し、降りた WI:年に ']Iき続

き 2年目で、訪れた市民の目をなごませて

くれましアニ 。

できたよ/ぼくたちの苦心作

上田へょうこそ

企
上
田
市
公
会
堂
の
二
階
大
広
間

大正12年完成の

上田市公会堂

4

司
現
在
の
市
民
会
館
の
場
所
に
あ
っ

た
上
田
市
公
会
堂

⑪>  

「親子 たこ作リ教室」が12月11日、中央

公民館で15人が参加して聞かれました 。ナ

イフの扱いがままならないチビ ッコたちに

とって、 5itf関はひご作り 。講師や親から手

はどきを受けながら四苦八苦していました。

お正月が楽し み ですね。

-・IIIU'41111'・41111..tllll..tlll))..IIII..tllll"IIIII'.・11111'‘1111'.・11111'‘IIII)-mll'.・1111'-.1111"‘1I11.-tllll"

民
の
皆
さ
ん
の
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
三
日

上
田
市
長

水
野
裕
貞

提供者

宮本常雄さん
(75歳・御所)

県
下
の
公
会
堂
て

最
も
美
し
か
っ
た

二
枚
の
写
真
は
、
上
回
公
園
内
に

あ

っ
た
上
田
市
公
会
堂
で
す
。

こ
れ

が
で
き
た
の
は
大
正
十
二
年
。
木
造

二
階
建
て
で
、
入
母
屋
式
の
総
銅
版

屋
根
と
い
う
県
下
で
は
最
も
美
し
い

も
の
で
し
た
。

こ
の
建
物
は
、
現
花

の
市
民
会
館
建
設

(昭
和
三
十
八
年

完
成

)
の
た
め
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
。
中
之
条
公
会
堂
は
、
上
田
市
公

会
堂
を
ま
ね
て
造
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

私
の
父
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
上
田
市
役
所
の
建
築
技
師
と
し

て
奉
峨
し
て
い
た
関
係
で
、
公
会
堂

の
内
部
の
写
真
に
は
父

(左
端
)
と

九
歳
ご

ろ
の

私

(
そ
の
右

)
が
写

っ

て
い
ま
す
。
完
成
間
も
な

い
こ

ろ
、

何
か
祝
い
ご
と
が
あ

っ
て
記
念
撮
影

を
し
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
上
回
公
園
内
の
武
徳
殿

(総

合
展
示
館
)
と
招
魂
社
は
、
父
が
設

計
し
た
そ
う
で
す
。
昭
和
十
二
年
に

造
ら
れ
た
武
徳
肢
が
、
つ
い

け取
近
取

り
壊
さ
れ
、
歳
月

の
移
り
変
わ
り
を

感
じ
ま
す
。

7 広報うえだ 64.1.[9] 



ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

成
人
式
へ
ど
う
ぞ

1
月
同
日
・
市
民
会
館
で

市
で
は
、
昭
和
六
十
四
年
の
成
人

式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

成
人
式
該
当
者
は
、
昭
和
四
十
三

年
四
月
二
日
か
ら
同
四
十
四
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

成
人
式
の
案
内
は
、
十
二
月
一
日
現

在
、
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
と
、
市
外
居
住
者
で
出
席
を
希
望

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
送
付
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
出
席
く
だ
さ
い

。

マ
と
き

一
月
十
五
日

(成
人
の

日
)
午
後
一
時
開
場

・
一
時
三
十
分

間

演

マ

と

二

ろ

上

田

市

民

会

館

マ
内
容

第
一
部
H
H
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
第
二
部

l
祝
賀
式

典

マ

お

願

い

駐

卓
場
が
狭
い
た
め
、
車
で
の

出
席
は
こ
遠
慮
く
だ
さ
い
。

マ
照
会

先

青
少
年
課

(内
線

1
7
3
2
)

学
校
給
食
展
に

お

出

か

け

を

昨年の成人式から

「第
四
回
学
校
給
食
展
」
い
か
、
上

小
学
校
栄
養
士
会
な
ど
の
主
催
で
次

に
よ
り
開
か
れ
ま
す
。

良
い
食
習
慣
を
子
ど
も
の
と
き
に

身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
長
い
人
生
を

健
康
に
生
き
抜
く
た
め
に
た
い
へ
ん

大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

学
校
給
食
の
果
た
す
教
育
的
役
割
が
、

今
、
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
給

食
を
通
し
て
、
食
生
活
全
般
を
振
り

返
る
き
っ

か
け
と
な
る
よ
、
つ
な
給
食

展
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
お
ぜ

い
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
一

月
十
四
日
山

l
午
後

一
時
か
ら
五
時
、
一
月
十
五
日
刊

l

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
、
一
月
十

六
日
間

l
午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時

マ
と
ニ
ろ
上
田
西
武

(
三
階
、
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
)

マ

内

容

①

学

校
給
食
の
様
子

(
給
食
の
献
立
の
中

か
ら
数
品
の
試
食
が
あ
り
ま
す

)
②

家
庭
の
食
事
の
工
夫

(
紙
芝
屑
、
ク

イ
ズ
、
ビ
デ
オ
、
食
事
診
断
な
ど

)

③
食
文
化
の
伝
承

(
そ
ば
ま
ん
じ
ゅ

う
の
試
食
な
ど

)

-
問
い
合
わ
せ

線

1
7
1
4
)

学
校
教
育
課

(内

上
田
創
造
館
で

新
春
特
別
事
業

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影

マ
と
き

一
月
四
日
附
か
ら
八
日

制
。
午
前
十
一
時
、
午
後
一
時
三
十

分
、
午
後
三
時
の
三
回
投
影

(
日
曜

日
は
午
前
九
時
三
十
分
も
あ
り

)
マ

投

影

内

容

①

冬
の
星
空
と
南
極
旅

行

(新
作
ソ
フ
ト
)
②
南
極
大
陸
の

様
子
と
観
測
隊
の
活
動
マ
観
覧
料

小
・
中
学
生
百
円
、
高
校
生
以
上
百

五
十
円
、

一
般
二
肖
円

マ
定
員

各
固
と
も
百
二

十
名

-
親
子
映
画
教
室

マ
と
き

一
月
五
日
附
・
六
日
倒
。

午
前
十
時
j

十
一
時
と
午
後
二
時
j

三
時
の
二

回

マ

と

こ

ろ

視

聴

覚

教
室
(
三
階
)

マ
内
容

雪
お
ん
な
、

マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
な
ど
マ
入
場

料

無

料

マ

定

員

各

回

五
十
名

峰
の
原
高
原
で

親
子
ス
キ
ー
の
つ
ど
い

長
野
県
須
坂
青
年
の
家
で
は
、
「
親

子
ス
キ
ー
の
つ
ど
い
し
を
開
き
ま
す
。

雪
に
親
し
み
ス
キ
ー
を
と
お
し
て
、

親
子
の
対
話
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

一
月
三
十
一
日

ωか
ら

一一

月

二

日

附

マ

と

二

ろ

長

野

県

須
坂
青
年
の
家
(
峰
の
原
高
原
ス
キ

ー
場
)
マ

内

容

ス

キ

l
講
習
、
交

流

交

歓

会

な

ど

マ

対

象

者

小

学

三
年
生
以
上
中
学
生
ま

で
と
そ
の
保

護
者

マ
参
加
費
大
人
と
中
学
生

は
六
千
五
百
円
、
小
学
生
は
六
千
円

マ
申
込
期
限

一
月
十
六
日

ω
マ

申
込
方
法

長
野
県
須
坂
青
年
の
家

(干

蹴

辺

須
坂
市
大
下
仁
札
字

峰
の
原

一三

丘
三
l
七
八
四

・
宮
⑪

3
0
1
7
)
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

。

マ
そ
の
他
参
加
申
込
書

7

は
体
育
課

(
内
線

1
7
5
1
)
に
あ

リ
ま
す
。

[10] 広報うえだ、 64.1.

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

事
前
講
習
会

-
第
三
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

マ
試
験
日

三
月

十

四

日

閃

マ

会
場

長
野
市
、
松
本
市

V
試
験

の
種
類

全
種
類

マ
願
書
受
付

一
月
四
日
制
か
ら
同
十
一
日
附
ま
で

に
、
例
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
長
野
県

支
部
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い

マ
そ

の
他

受
験
願
書
お
よ
び
試
験
実
施

案
内
は
、
消
防
本
部
予
防
課
と
上
小

地
方
事
務
所
総
務
主
に
あ
り
ま
す

-
事
前
講
習
会

マ
と
き

二
月
三
日

制

マ

会

場

佐
久
消
防
署

マ
申
し
込
み

一
月

四
日
附
か
ら
同
十

一
日
制
ま
で
に
消

防
本
部
予
防
課
へ

-
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
予
防
課

(
宮
⑫
2
5
0
1
内
線

2
0
5
)



に生まれた子 どもさ んてい 1期が済んでい る人②59

年 12月31日以前に生 まれた子 どもさんで 2期が済

んでいない 人 (ただし 5歳 6か月未?r.I:J)じ〉接種内

容 l期 = 3-8週間の間隔で 3回接種 (3週間

に満たなかったり 8週間を越えた場合 、接種はで

きませんのでご注意く ださい )02期 =1期終了後、

12-18か月 以 内に 1回接種 (ただし 1期 を 2回以

上接種済み てι、いと 2期は受 けられません。また

21明の接種は 1:jtJJを終えてから正確に 12か月 を過

ぎないと接種できません) [>注意事項 赤ちゃん

手帳をご覧ください。 b持ち物 母子健康手帳 、

問診票(赤ちゃん手11長の中にあります。会場にも

あ ります) [>予備日 4月に子定していますが、

詳しい 日程は後日の「広報うえだ」に拘z践します。

保健予防課
(内線1374)

百日ぜき・ジフテリア・破傷風

保健コーナー

三種混合予防接種

じ〉対象者 |期 =①61年 7月 1日から同12月31

日までに生まれた子 どもさん② 61年 6月30日以前

に生まれた子 どもさんてい未接種の人 (ただ し4歳

未満 )02期 =①60年 1月 1日から同 6月30日まで

く63年度(後期)三種混合予防接種目程表〉

ジフテ リア ・破傷風

二種混合予防接種

[>対象者 |期=① 61年 12月31日以前に生まれ

た子 ども さん てい百日ぜ きにかか った人② 4歳以上

の子どもさんで三種混合の 1期 を受けていない人

(ただし①②とも?IoI:j6歳未?，:I:jの人)02期 =①62年

12月に実施した二種混合の 1期を終了した人②昨

年度以前に実施 した二種混合 の 1期を終了した人

③三種混合 を 1期として 2回以上接種した子ども

さんてい 2期が済まないうちに 5歳 6か月に達し て

しま った人(ただし①②③ とも?r.I:j7歳 6か月未満

の人) [>接種内容 |期= 3週間から 8週間の間

隔で 2回接種。 2期 = 1期終了後、12か月から 18

か月 以 内に 1回接種 b持ち物 母子健康手帳、

印鑑 (問診票は会場に用意 してあります )[>注意

事項 赤ちゃん手帳をご覧 ください。

く
63年度二種混合予防接種目程表

上田市保健セ ンタ ー

(市役所南庁舎 2階)

名場
~、
:z:;: 

実施臼
会場名

回1毘2 回3 
対象地区

1 I 2 3 東部地区(踏入・泉町・上常田中

上田市保健セ ンター 月月月 常田・下常田北常田

(市役所南庁舎 2階) 17 I 8 I 9 材木町常入)

日日 日 塩尻地区(秋和・上塩尻・下塩尻)

上野が丘 公民館
(火;(7j() (木)

神科・ 豊殿地区

中央地区(横町・海野町・原町・袋

町・馬場町・田町・丸堀

上田市保健センター 1 I 2 I 3 町・木町・北大手)

(市役所南庁舎 2階) 月 月
月 北部地区(上川原柳町・下川原柳

20 101 10 
町・愛宕町・上鍛冶町

日 日日
鍛冶町・上房山下房山

(金)(金)(針
柳町・新田上紺屋町)

川 辺町会館 川辺・泉田地区

南部地区 (南天神町・泉平 北天

神町・松尾町・鷹匠町

1 I 2 I 3 本町・末広町・大手町)

上田市 民 会 館 月 月 月 西部地区(下紺屋町・鎌原'i__9脇・

新町・諏訪部・生塚 常
24 15 I 14 

磐町・緑が丘・新屋 緑

日日 日 が丘北・緑が丘l.9'城北)

三好町会 館 (火;体)(火: 城 下地区

神 川地 区公民館 神川地区

塩田母子健康センター

2(/ l2 k1 J 12/ 水32 ) 
塩田地区

川l.9社会福祉センター
(2/ 金7) 川西地区

※接種時間は午後 1時30分から 2時30分まで

寝第
かた急
かき出
えり
る老
家人
族を
の
...6. 
:z:3;: 

マ
と
き

一
月
二
十
三
日
的
午
後

川

一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分

マ

ν

と
こ
ろ

保
健
セ

ン
タ
ー

(市
役
所

叩
南
庁
舎
二

階
)

マ
対
象

寝
た
き

川
リ
老
人
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
家
族

い
マ
内
容

調
理
実
習
、
話
し
合

い

叫
マ
持
ち
物

エ
プ

ロ
ン
、
手
ぬ
ぐ
い

川
マ
そ
の
他

当
日
、
介
護
を
代
わ
る

叩
か
た
が
い
な
い
場
合
は
、
こ
ち
ら
か

川
ら
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
伺
い
ま
す

川
の
で
、

一
月
二
十
日
悩
ま
で
に
ご
連

山
絡
を

・
問
い
合
わ
せ

保
健
予
防

川
課

(内
線

1
3
7
6
)

圃
社
会
福
祉
協
議
会

圃
家
庭
奉
仕
員
を
募
集

マ
募
集
人
員

若
干
名

マ
資
格

川

一
月

一
日
境
在
三
十
歳
以
上
四
十
五

い
歳
未
満

の
女
性
で
上
田
市
民
、
普
通

叩
自
動
卓
免
許
所
持
者

(
看
護
婦
有
資

川
格
者
歓
迎
)
マ
必
要
書
類

履
歴
書
、

い
住
民
票
、
健
康
診
断
書

マ
試
験
日

一
月
二
十
四
日
閃

V
科
目

一
般

ν

教
，養
、
面
接

マ
申
込
方
法

一
月

中
二
十
日
悩
ま
で
に
社
会
福
叱
協
議
会

一
事
務
局

(
包
@
2
0
2
5
」へ

※受付時聞は、いずれも午後 1時30分から 2時30分まで
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4 市
へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
L

の
提
出

昭
和
六
十
四
年
度
、
市

へ
物
品

の

納
入
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は

「
見
積

参
加
願
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

次
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

マ
提
出
期
限

二
月
一
日
附
か
ら

同
二
十
八
日

ωま
で

マ
提
出
書
類

①
見
積
参
加
願
②
営
業
概
要
調
書
③

事
業
経
歴
書
④
納
税
証
明
書

(
事
業

税
、
市
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税

・

都
市
計
画
税
、
国
民
健
康
保
険
税
)

の
原
本
各
一
通

マ
提
出
先

管
財

課
(
市
役
所
本
庁
舎
三
階
、
内
線

1

2
6
4
・
1
2
6
5
)
マ
そ
の
他

指
定
用
紙
は
一
月
か
ら
管
財
課
で
お

渡
し
し
ま
す
。

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
講
座
に

ご

参

加

を

と

こ

ろ

上

回

消

費
生
活

セ
ン
タ
ー

(上
田
合
同
庁
舎
横
)
マ
講
義
内
容

①
最
近
の
消
費
者
問
題
②
消
費
者
を

守
る
法
律
と
行
政
③
新
し
い
販
売
戦

略
と
消
費
生
活
な
ど
マ
受
講
料

無
料

マ
募
集
人
員

約
五
十
人

マ

申

込

方

法

希

望
者
は
一
月
九
日

ωま
で
に
市
生
活
環
境
課

(内
線
1

3
9
0
)

へ

着
付
教
室
の

受
講
生
を
募
集

マ
受
講
日

一
月
十
九
日
か
ら
三
月

二
十
三

日
ま
で
の
毎
木
曜
日
(十
回
)。

時
間
は
午
後
六
時
か
ら
八
時
ま
で

マ
受
講
料

無

料

マ

申

込

先

電

話
な
ど
で
働
く
婦
人
の
家
(
宮
⑫

2

9
8
8
)
へ
。
水
曜
日
は
休
館
で
す

職
業
訓
練
指
導
員

資
格
取
得
の
だ
め
の

講
習
会
を
開
催

後
四
年
以
上
問
高
校

(
関
連
学
科
)

卒
業
後
七
年
以
上
同
職
業
訓
練
校
終

了
後
七
年
以
上
聞
専
修
学
校
終
了
後

十

年

以

上

マ

講

習
期
間

一
月
二

十
三
日
川
か
ら
同
二
十
八
日
出
ま
で

の
六
日
間

マ
申
し
込
み

一
月
十

日
閃
ま

で
に
上
小
高
等
職
業
訓
練
校

(天
神
二
l
四

|
五
五
、

包
(⑫
2

6

6
6
)

へ
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マ
と
き

一
月
二
十
四
日
か
ら
三

月
三
日
ま
で
毎
金
曜
日

(六
回
)。
時

間
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
マ

マ
対
象
者

市
内
に
住
ん
で
い
る

か
、
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
女
性
(初

心
者
に
限
る
)
マ
定
員

三
十
名

マ

受

講

資

格

山

一
級
ま
た
は
単

一
等
級
(
一
、
二
級
が
な
く
一
等
級

だ
け
の
区
分
し
か
な
い
職
種
)
の
検

定
合
格
者
凶
次

の
実
務
経
験
が
あ
る

人
的
大
学

(関
連
学
科
)
卒
業
後
二

年
以
上
川
町
短
大

(関
連
学
科
)
卒
業

i 
i 
E 
E 

西西堀西小村 長鈴堤富 川 佐工松 長 ー
沢 村内 沢泉 瀬浜木 島 上藤藤岡谷量

可モた英 美由清 け 喜 安友 川 2
進 実祢 ト み子 校忠作さ八保政 三貞 三
さささ エ江さきさ さみさきささ子 E
んんんささんんんんさんんんんさ Z

んんみ ん ん ;

蛇大西上小 主 浦下 倉 八染福秋 北 岩 i
手 野 室 JL 房 木 大 Z

沢 町 竹 賀泉口野 山 升沢 屋 田和手下 E礼t;t:J W-J / I {I ¥. )..3:::.. l-L-I i ~.J ~ 

八八八八八五八七六九八七七七五 2
0 九 二 七五 六八八 九五 六 六 七 一 六 2

成西外中宮大保大丸石中林林 小 清 2
沢 入丸沢 下 石 坂石田井沢 林水 E
な み た 聖 とく忠か多要と三 軍 S
つ 保きつ司力 し わ 義は吉さ志 四 二 Z
さ ささ子ささささきるさんじきさ 2
ん んんさんんんん ん さ ん さんん 要

ひん ん 上 んヲ i
川 二 z

l工土~ I1I L_L r-h .. hh  --，:- ~ .-h ~ 7T7 ，'，~ T ~ 中大 I 川 生 中神下 倉 中原 平 浦 l: ~ 
士 り田辺 i 

之 柳 井 ムーロヶト ミ
田 屋 h町 塚 田畑木升 条 町 寺野エ i

丘 町 2 

七七 八六 七八七八八七七七八六!
六六二 00九 O 九一 一一六七五五 i
深 池樫松桐増鈴山小大西佐松竹阿 i
井田 山 本島田木本 胎 塚沢藤下 田部 2
盛 洋二か正ス 昭光徳 正雅正藤-~ 
雄 通三づ雄イ俊男治太男由彦枝男ー
ささ 四め さささささ郎ささささき 2
んんささんんんんんさんんんんん 雪
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